
JP 2006-349943 A5 2008.7.10

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年7月10日(2008.7.10)

【公開番号】特開2006-349943(P2006-349943A)
【公開日】平成18年12月28日(2006.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2006-051
【出願番号】特願2005-175380(P2005-175380)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/93     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５３０Ｔ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｎ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｇ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/93    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月27日(2008.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像を特殊効果を用いて時系列的に変化させて順番に表示する画像表示方法であ
って、
　画像を入力する入力工程と、
　前記入力工程により入力した画像から特徴領域を検出する領域検出工程と、
　前記領域検出工程により検出された特徴領域と、当該検出対象画像より前に表示される
画像の特殊効果とに基づいて、前記検出対象画像の特殊効果を決定する決定工程と、
　前記決定工程により決定した特殊効果を用いて前記対象画像を表示する表示工程とを備
えることを特徴とする画像表示方法。
【請求項２】
　前記表示工程では、前記決定工程により決定した特殊効果を用いて前記対象画像の特徴
領域を強調して表示することを特徴とする請求項１に記載の画像表示方法。
【請求項３】
　前記決定工程では、前記対象画像から検出された特徴領域を強調表示するための複数の
特殊効果の中から、前記対象画像より前に表示される画像の特殊効果に対して連続性の高
い特殊効果を選択することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像表示方法。
【請求項４】
　前記表示工程は、前記対象画像の表示開始時における特徴領域の表示位置及びサイズを
、前記対象画像より前に表示される画像の表示終了時における特徴領域の表示位置及びサ
イズと一致させて表示することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像
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表示方法。
【請求項５】
　前記特殊効果は、特徴領域に対するズームイン表示、特徴領域をズームした状態からズ
ームアウトする表示、複数の特徴領域間におけるズーム状態でのパンニング表示の少なく
ともいずれかを含むことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像表示方
法。
【請求項６】
　前記領域検出工程は、画像中から特定のパターンを検出する処理を含むことを特徴とす
る請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像表示方法。
【請求項７】
　前記特定のパターンとは人物の顔であることを特徴とする請求項６に記載の画像表示方
法。
【請求項８】
　前記領域検出工程は、予め蓄積された人物認識プロファイルを用いて、特徴領域として
検出した顔から人物を特定する工程を更に有し、
　前記表示工程は、前記対象画像の表示開始時における顔領域の表示位置及びサイズを、
前記対象画像より前に表示される画像の表示終了時における顔領域の表示位置及びサイズ
と一致させると共に、画像中に複数の顔が存在する場合には、当該対象画像より前に表示
される画像の表示終了時に表示されている人物と同じ人物の顔を優先的に選択して、前記
検出対象画像の表示開始時に表示することを特徴とする請求項７に記載の画像表示方法。
【請求項９】
　前記入力工程では、複数の画像を入力し、
　前記領域検出工程では、複数の画像中の顔及び人物を特定すると共に、前記対象画像よ
り前に表示される画像の表示終了時に表示されている人物と同じ人物の顔を含む画像を検
索し、
　前記表示工程では、前記検索により同じ人物の顔を含む画像が見つかった場合に、その
画像を優先的に前記対象画像より前に表示される画像の次に表示することを特徴とする請
求項８に記載の画像表示方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画像表示方法をコンピュータに実行させるため
のプログラム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能
な記録媒体。
【請求項１２】
　複数の画像を特殊効果を用いて時系列的に変化させて順番に表示する画像表示装置であ
って、
　画像を入力する入力手段と、
　前記入力手段により入力した画像から特徴領域を検出する領域検出手段と、
　前記領域検出手段により検出された特徴領域と、当該検出対象画像より前に表示される
画像の特殊効果とに基づいて、前記検出対象画像の特殊効果を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定した特殊効果を用いて前記対象画像を表示する表示手段とを備
えることを特徴とする画像表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の画像表示方法は、複数の画像を特殊効果を用いて
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時系列的に変化させて順番に表示する画像表示方法であって、画像を入力する入力工程と
、前記入力工程により入力した画像から特徴領域を検出する領域検出工程と、前記領域検
出工程により検出された特徴領域と、当該検出対象画像より前に表示される画像の特殊効
果とに基づいて、前記検出対象画像の特殊効果を決定する決定工程と、前記決定工程によ
り決定した特殊効果を用いて前記対象画像を表示する表示工程とを備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の画像表示装置は、複数の画像を特殊効果を用いて時系列的に変化させて
順番に表示する画像表示装置であって、画像を入力する入力手段と、前記入力手段により
入力した画像から特徴領域を検出する領域検出手段と、前記領域検出手段により検出され
た特徴領域と、当該検出対象画像より前に表示される画像の特殊効果とに基づいて、前記
検出対象画像の特殊効果を決定する決定手段と、前記決定手段により決定した特殊効果を
用いて前記対象画像を表示する表示手段とを備える。
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